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大
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へ

平成２９年３月⑴

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
ご
承

知
の
よ
う
に
国
立
大
学
で
唯
一

の
四
年
制
体
育
大
学
だ
。
朝
か

ら
講
義
で
勉
学
に
勤
し
み
、夕

方
か
ら
は
課
外
活
動
の
練
習

で
汗
を
か
い
て
い
る
。
そ
の
一

生
懸
命
な
姿
を
見
て
い
る
と
、

我
が
子
た
ち
の
部
活
動
で
の

姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ほ

ど
上
手
で
も
な
く
、強
豪
校
で

も
な
か
っ
た
の
だ
が
、一
途
に

頑
張
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
姿
を
見
て
い
る
と
、つ
い
応

援
し
た
く
な
り
、試
合
の
た
び

に
応
援
に
出
掛
け
て
い
た
。一

口
に
応
援
と
い
っ
て
も
、
立
派

な
ス
タ
ジ
ア
ム
や
体
育
館
で
試

合
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、夏

の
炎
天
下
や
冬
の
寒
空
の
下
で

耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、よ
く

や
る
な
と
自
分
自
身
感
心
し

た
も
の
だ
▼
し
か
し
、こ
の
応

援
に
は
、
集
合
場
所
へ
の
送
り

迎
え
や
、
道
具
運
び
の
た
め
の

車
出
し
と
い
う
仕
事
が
つ
い
て

回
る
。
自
分
が
学
生
の
頃
は
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
全
て
自
分

た
ち
で
や
っ
て
い
た
な
と
思
い

返
し
、
随
分
と
親
が
か
り
に

な
っ
た
な
と
も
感
じ
て
い
た
。

当
時
は
、感
謝
さ
れ
た
く
て
仕

事
を
引
き
受
け
て
い
た
わ
け

で
は
無
か
っ
た
の
だ
が
、
当
の

本
人
た
ち
は
ど
う
感
じ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
少
年
団
の
頃

よ
り
、指
導
者
か
ら
感
謝
の
心

に
つ
い
て
指
導
さ
れ
て
き
た
の

で
、
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
た

い
▼
体
育
大
学
の
学
生
は
、
当

然
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
だ

と
思
う
が
、
特
に
将
来
指
導

者
を
目
指
す
者
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
事
だ
け
で
な
く
、

自
分
を
取
り
巻
く
も
の
全
て

に
感
謝
す
る
心
を
伝
え
て
貰

い
た
い
▼
斯
く
言
う
私
は
周
囲

に
感
謝
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。猛
反
省
す
る
必
要
が
あ
り

そ
う
だ
。（
Ｓ
・
Ｙ
）

　

2
月
6
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
、
中
谷
深
友
紀
さ

ん
（
大
学
院
博
士
後
期
課
程

2
年
）
が
、
独
立
行
政
法
人

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

の
平
成
28
年
度
法
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
表
彰
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
、
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
機
構
が
実
施

す
る
自
然
体
験
活
動
や
集
団

宿
泊
活
動
な
ど
に
対
す
る
中

谷
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
他
の
模
範
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
称

え
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
が
中
谷
さ
ん
を
表
彰
！

　

式
で
は
、
国
立
大
隅
青
少

年
自
然
の
家
の
多
田
賢
所
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、

中
谷
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
喜

び
と
力
強
い
抱
負
を
述
べ
た

後
、松
下
雅
雄
学
長
か
ら「
研

究
活
動
に
邁
進
し
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い
そ

し
む
こ
と
は
、
他
の
学
生
の

模
範
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
後
輩
の
見
本
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞

と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

左から黒枝さん、堀さん、江藤さん、三反園知事、仲宗根さん、
松田さん、明石さん 賞状を受け取る明石さん

表彰状授与
前列左から多田所長、中谷さん、松下学長、
後列髙井洋平准教授（中谷さんの指導教員）

　

第
55
回
南
日
本
ス
ポ
ー
ツ

賞
（
南
日
本
新
聞
社
主
催
）

の
贈
賞
式
が
2
月
5
日
、
南

日
本
新
聞
会
館
み
な
み
ホ
ー

ル
（
鹿
児
島
市
）
で
行
わ

れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
は

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
優

秀
団
体
賞
を
、
体
操
競
技
部

所
属
の
前
野
風
哉
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
2
年
）
が

優
秀
個
人
賞
を
受
賞
し
ま
し

鹿屋体育大学関係の受賞者
優秀団体賞 女子バレーボール部 全日本大学女子選手権　優勝

優秀個人賞
前野　風哉
（スポーツ総合課程 2年
　　　　　体操競技部）

カタール国際チャレンジカップ
　鉄棒　優勝

第
55
回
南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞

1
団
体
・
1
個
人
が
受
賞
！

た
。

　

こ
の
賞
は
、
平
成
28
年
度

に
国
内
外
で
活
躍
し
た
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で

す
。

　

贈
賞
式
で

は
、
南
日
本

新
聞
社
の
逆

瀬
川
尚
文
代

表
取
締
役
社

表彰状を受け取る女子バレーボール部 表彰状を受け取る前野さん

長
か
ら
受
賞
者
に
、
表
彰
状

と
と
も
に
団
体
に
は
メ
ダ

ル
、
個
人
に
は
楯
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
国
際
大

会
・
全
国
大
会
等
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
鹿
児
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
し
た
選
手
ら
に

贈
ら
れ
る
鹿
児
島
県
知
事
表

彰
「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
の
表

彰
式
が
、
2
月
2
日
、
鹿
児

島
県
庁
（
鹿
児
島
市
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
の

は
4
団
体
12
個
人
。
鹿
屋
体

育
大
学
か
ら
は
カ
ヌ
ー
部
、

自
転
車
競
技
部
の
学
生
8
名

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
三
反
園
訓

知
事
か
ら
受
賞
者
一
人
一

人
に
賞
状
と
と
も
に
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ

れ
、「
皆
さ
ん
の
活
躍
が
県

民
に
感
動
と
活
力
を
与
え
て

く
れ
た
。
3
年
後
の
鹿
児
島

国
体
で
も
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
」
と
祝
福
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」に
８
名
受
賞
!!

鹿屋体育大学関係の受賞者

個
人

種目 氏名 功　　　績

カヌー

松田　裕介
仲宗根脩真

平成 28 年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カナディアンペア　200m・500m・1000m　優勝

明石　寛幸 平成 28 年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックペア 1000m　優勝

団
体自転車競技

野上　竜太
堀　　航輝
黒枝　咲哉

第 85 回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース
男子チームスプリント　優勝

江藤里佳子
橋本　優弥
※

第 85回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース
女子 4000m団体追い抜き　優勝

※�江藤さん、橋本さんはCiel Bleu 鹿屋のメンバーとして、塚越さくら選手、上野みなみ選手�
（いずれも本学卒業・修了生）とともに受賞。
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と
課
題
：
指
導
者
の
立
場
か

ら
」、
佐
土
原
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
抜
屋
洋
子
副
理
事
長
よ

り
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
へ
向
け
て
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

立
つ
方
々
の
講
演
に
よ
り
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
知
り
、

今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て
考

え
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

が
現
状
で
あ
る
た
め
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
視
点
か
ら
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
を

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
に
広
島
経
済
大
学
松
本

耕
二
教
授
を
招
き
、
鹿
児
島

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
丸

野
奈
央
企
画
係
長
よ
り
「
地

域
に
お
け
る
障
が
い
者
の
た

め
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
」、

鹿
児
島
県
障
害
者
陸
上

競
技
連
盟
三
雲
明
美
理

事
長
よ
り
「
地
域
に
お

け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
現
状
と
課
題
：
ア

ス
リ
ー
ト
の
立
場
か

ら
」、
わ
く
わ
く
キ
ッ

ズ
倶
楽
部
あ
け
ぼ
の
園

平
井
達
雄
指
導
員
よ
り

「
地
域
に
お
け
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
学
生
の
実
践

的
指
導
力
を
高
め
る
と
い
う

目
的
の
も
と
、
地
域
に
お
け

る
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
と
し
て
、
学
生

が
安
全
か
つ
効
果
的
な
活
動

を
行
え
る
よ
う
事
前
研
修
を

実
施
し
た
り
、
大
学
公
認
の

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
と
し
て
の
登
録
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
的

指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

同
大
独
自
に
制
定
し
た
「
学

生
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
指
導
力

認
証
制
度
」
で
学
生
の
実
力

が
評
価
で
き
る
よ
う
に
学
習

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
小
学
校

体
育
授
業
の
指
導
補
助
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
可
能
に

な
り
、
派
遣
す
る
学
生
数
が

増
え
ま
し
た
。

　

2
月
13
日
に
鹿
屋
市
立
笠

野
原
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た

体
育
の
授
業
に
鹿
屋
体
育
大

学
の
中
谷
太
希
さ
ん
（
修
士

課
程
２
年
）、
大
村
仁
志
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4

年
）、
辻
村
晃
慶
さ
ん
（
同

3
年
）
の
3
名
が
マ
ッ
ト
運

動
の
指
導
補
助
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
見

本
と
な
る
技
を
見
せ
な
が

ら
、
上
手
く
な
る
た
め
の
コ

ツ
や
練
習
方
法
を
丁
寧
に
指

導
し
て
い
ま
し
た
。

　

笠
野
原
小
学
校
の
先
生
方

か
ら
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ツ
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
指
導
後
も
上
手
く

な
る
よ
う
に
練
習
を
続
け
る

児
童
が
増
え
た
」、「
良
い
見

本
と
悪
い
見
本
の
ど
ち
ら
も

見
せ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
助
か
る
」
な
ど
、
児
童
か

ら
は
「
大
学
生
の
見
せ
る
技

が
格
好
良
か
っ
た
の
で
、
出

来
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、

「
マ
ッ
ト
運
動
の
授
業
は
苦

手
だ
っ
た
け
ど
、
好
き
に

な
っ
た
の
で
練
習
を
が
ん
ば

り
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、

「
最
初
は
児
童
と
の
距
離
感

が
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
教

え
て
い
る
内
に
距
離
が
縮
ま

り
、
楽
し
く
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
た
」と
話
し
、ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
目

的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

講演の様子

三点倒立の練習台上前転のデモンストレーション

意見交換の様子

　

2
月
14
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
及
び
本
財
団
主
催
に
よ
る

平
成
28
年
度
「
競
技
成
績
報

告
会
」
を
鹿
屋
体
育
大
学
学

生
食
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
平
成
28
年
度
に

世
界
大
会
出
場
や
全
国
大
会

優
勝
な
ど
、
競
技
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
の

健
闘
を
讃
え
る
と
と
も
に
、

日
頃
ご
声
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
学
内
外
の
支
援
者
に
対

し
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て
競

技
成
績
の
報
告
を
行
う
た
め

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

報
告
会
は
、
金
久
博
昭
理

事
・
副
学
長
か
ら
の
主
催
者

挨
拶
、
原
口
学
鹿
屋
市
副
市

長
に
よ
る
来
賓
挨
拶
、
風
呂

井
敬
本
財
団
理
事
長
に
よ
る

乾
杯
の
発
声
と
続
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
は
じ
ま
り

平
成
28
年
度「
競
技
成
績

報
告
会
」を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
１

月
27
日
、
平
成
28
年
度
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー

協
力
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
会
議
は
、
健
康
づ

く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
た
め
に
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
学
識

経
験
者
及
び
健
康
づ
く
り
や

市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る

方
々
か
ら
広
く
意
見
を
求
め

る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、「
地
域
に
お
け

る
障
が
い
者
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
」
を
テ
ー
マ
に

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
や
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
に
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
関

す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
健
常
者
ス

ポ
ー
ツ
と
同
列
に
扱
わ
れ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー

協
力
者
会
議
を
開
催

平
成
28
年
度
「
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん

語
ろ
う
会
」
開
催

　

1
月
18
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
相
談
室
主
催
で
「
な

ん
で
ん
か
ん
で
ん
語
ろ
う

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
室
が
学
生
と
教

職
員
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
、
双
方
が
直
接
意
見
を

交
わ
す
こ
と
で
、
学
生
の

ニ
ー
ズ
や
満
足
度
の
把
握
、

今
後
の
学
生
支
援
の
方
策
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
13
名
（
学
生
相
談
支

援
室
員
、
学
生
委
員
会
委

員
）、
学
生
21
名
（
体
育
会

役
員
）、
合
わ
せ
て
34
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
大
学
か
ら
学

生
へ
求
め
る
こ
と
」
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
ル
ー
ル
の
遵
守

に
つ
い
て
と
体
育
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
、「
学
生
か
ら

大
学
へ
求
め
る
こ
と
」
と
し

て
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
と
福
利
厚
生
施
設
に

学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

仕
組
み
が
欲
し
い
、
と
い
っ

た
4
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

割
り
当
て
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
挙
げ
ら
れ
た
意
見

に
つ
い
て
は
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に

よ
る
ラ
イ
ブ
集
計
を
行
い
、

そ
の
場
で
直
接
意
見
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
先
生
方

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
も
っ
と
参

加
者
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
学
生
支
援
を
考
え
て

い
く
上
で
、
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
！

風呂井理事長による乾杯挨拶

鹿屋市スポーツ奨励金の贈呈
盛山さんによる
選手代表挨拶

原口副市長による
来賓挨拶

ま
し
た
。

　

乾
杯
後
に
は
、
陸
上
競
技

部
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

体
操
競
技
部
、
自
転
車
競
技

部
、
カ
ヌ
ー
部
、
な
ぎ
な
た

部
の
６
団
体
、
計
50
名
に
わ

た
る
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

選
手
の
紹
介
と
国
内
外
で
の

華
々
し
い
功
績
の
報
告
が
各

団
体
の
顧
問
教
員
か
ら
行
わ

れ
、
本
財
団
関
係
者
を
は
じ

め
と
す
る
学
内
外
の
出
席
者

が
、盛
大
に
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

成
績
が
顕
著
で
鹿
屋
市
の
名

声
を
高
め
た
者
に
贈
ら
れ
る

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の

贈
呈
式
も
執
り
行
わ
れ
、
対

象
と
な
っ
た
2
団
体
、
19
選

手
を
代
表
し
て
、
陸
上
競

技
部
所
属
の
盛
山
鈴
奈
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4

年
）
に
原
口
副
市
長
か
ら
奨

励
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん

か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
今
後
の
抱
負
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
瓜
田
吉
久
学

長
補
佐
（
競
技
力
向
上
担

当
）
か
ら
出
席
者
へ
の
謝
辞

と
、
こ
の
会
に
出
席
し
て
い

る
選
手
の
中
か
ら
、
来
る

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
出
場
者
が
出
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
い
う
激
励
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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　私たちアスレティックトレーナー部は今年１
月に代表、管理役員を含めた世代交代を行い、
ひと足早く２年生中心の新体制としての活動を
スタートさせました。
　創部以来、現場を強く意識した姿勢で、一貫
して ＂確かな知識と確かな技術” の追求に努め
てきた私たちは、毎週大学にて部員同士でのプ
レゼン発表や相互施術などを中心に行う ＂学内
学習”、講習会への参加や他大学のトレーナー
部との交流会での ＂学外学習”、施術目的のミー
ティング室解放や蒼天祭へのブース出展を通じ
た ＂現場実習” の３つを大きな軸として活動し
ています。
　また、今年度は新たに会計、企画、広報、施
設などの運営に関する役職管理も一新。仕事、
事務内容の振り分けの整理を行うと同時に、活
動計画の作成などにより、他の部と兼部するた

めに部員同士のスケジュール調整が難しい中で
もより効率的、具体的な運営ができるよう図ら
れました。さらにその活動計画にもこれまでの
トレーナー部の活動では見られなかった企画を
盛り込み、活動そのものの充実が期待されてい
ます。
　40 年近く続く鹿屋体育大学の歴史の中で、
アスレティックトレーナー部は創部 12 年目と
比較的若い部です。その中でも先輩方から受け
継いだものは決して少なくはなく、いまなお私
たちの活動の中に息づいています。学生主体の
部でありながら、受け継がれてきた活動の指針
を尊重しつつ、近年は停滞を許すことなく活動
改革を重ね常に前進を続けています。
　ひとつふたつと、また着実に生まれ変わりつ
つある新生アスレティックトレーナー部を来年
度もよろしくお願いします。アスレティ

ックトレー
ナー部

課外活動団体紹介

貯
筋
運
動
指
導
者
講
習
会
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

平
成
28
年
度
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

平
成
28
年
度
第
２
回
体
育
会
総
会
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
会

は
、
2
月
1
日
に
水
野
講
堂

で
第
2
回
体
育
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
は
、
年
2
回
、

役
員
の
選
出
や
体
育
会
の
予

算
等
の
体
育
会
が
活
動
す
る

際
の
重
要
な
案
件
に
つ
い
て

構
成
員
で
あ
る
学
部
全
学
生

で
審
議
し
、
議
決
す
る
た
め

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
の

体
育
会
活
動
報
告
、
新
体
育

会
役
員
の
選
出
及
び
平
成
29

年
度
活
動
予
定
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
第
33
代
体
育
会
副

会
長
の
松
浦
鵬
丸
さ
ん
（
武

道
課
程
3
年
）
か
ら
、
平
成

28
年
度
の
体
育
会
活
動
と
し

て
事
業
の
成
果
や
反
省
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
次
に
、

第
34
代
体
育
会
会
長
候
補
者

の
小
川
直
生
さ
ん
（
武
道
課

程
２
年
）
の
所
信
表
明
、
副

会
長
及
び
総
務
・
事
業
・
渉

外
・
会
計
・
会
計
監
査
の
各

局
長
・
局
員
候
補
者
の
紹

介
、
平
成
29
年
度
活
動
予
定

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
１

月
26
日
、
27
日
の
両
日
、
同

大
と
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

と
の
共
催
で
「
平
成
28
年
度

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
公
立

の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
の
保
健
体
育
担

当
教
員
及
び
運
動
部
活
動
指

導
者
、
並
び
に
競
技
団
体
の

競
技
力
向
上
担
当
指
導
者
を

対
象
に
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

及
び
健
康
に
関
す
る
専
門
的

研
究
や
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
の
研
修
を
実
施
し
、
競

技
力
向
上
を
担
う
指
導
者
と

し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
鹿
屋
体
育

大
学
の
教
員
5
名
が
講
師
と

な
り
、
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

概
論
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
心

理
」
、
「
ス
ピ
ー
ド
・
パ

ワ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
理

論
と
実
際
）
」
、
「
ス
ポ
ー

ツ
障
害
の
予
防
と
対
策
」
、

「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
」
に
つ
い

て
の
講
義
と
実
技
が
行
わ
れ講義の様子

小川新会長による所信表明

実技演習の様子

総会全体の様子

講義の様子

意見交換の様子

セミナーの様子

伊藤准教授による講演

た
ほ
か
、
ま
と
め
と
し
て
グ

ル
ー
プ
討
論
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換

で
は
参
加
者
か
ら
積
極
的
に

発
言
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
の

競
技
力
向
上
に
つ
な
が
る
有

意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。
そ
の
後
、
学
生
に
よ

る
投
票
が
行
わ
れ
、
集
計
の

結
果
、
全
候
補
者
が
信
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
川
新
会
長
か
ら
は
「
１

年
間
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」

と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

1
月
26
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
運

動
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
養

成
を
目
的
と
し
た
「
動
け
る

日
本
人
育
成
の
た
め
の
貯
筋

運
動
指
導
者
講
習
会
」
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
安
全

で
、
楽
し
く
筋
力
を
貯
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
貯
筋
運

動
」
を
広
め
る
と
と
も
に
、

指
導
者
養
成
を
図
る
た
め
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

県
内
の
介
護
施
設
で
従
事
さ

れ
て
い
る
方
や
行
政
・
福
祉

関
係
の
方
な
ど
56
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
「
貯
筋
運
動｣

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
2

月
16
日
に
「
学
生
リ
ー
ダ
ー

ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
体
育
会
や

学
生
宿
舎
会
、
課
外
活
動
団

体
22
団
体
の
代
表
者
を
対
象

に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
を
持
た
せ
、
個
々
の
資
質

向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
55
名
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
藤
田
英
二
准

教
授
（
学
生
委
員
会
委
員
）

が
開
講
挨
拶
し
た
あ
と
、
課

外
活
動
に
関
す
る
諸
手
続
と

会
計
事
務
に
つ
い
て
の
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
課
外
活
動
団
体
を
適
切
に

運
営
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
各
担
当
者
か

ら
身
近
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
交

え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
午
後
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
九
州
共
立
大
学
の
伊
藤

の
効
果
と
そ
の
実
践
に
つ
い

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
教
員

に
よ
る
講
義
・
演
習
及
び
実

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
々
は
熱
心
に
講
義
を

聴
き
、
貯
筋
運
動
の
方
法
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の

方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
状

態
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
運
動

を
う
な
が
す
指
導
方
法
に
つ

い
て
も
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

募
集
の
際
は
、
定
員
を
超

え
る
申
込
み
が
あ
り
、
貯
筋

運
動
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

友
記
准
教
授
を
招
き
、
「
人

間
理
解
の
心
理
学
―
よ
り
よ

い
関
係
性
の
構
築
を
求
め
て

―
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
に
参
加
し

た
学
生
は
、
質
問
を
交
え
な

が
ら
「
理
想
の
リ
ー
ダ
ー

像
」
を
考
え
た
り
、
性
格
検

査
シ
ー
ト
を
用
い
て
自
己
診

断
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
村
夏
実
准
教

授
（
学
生
委
員
会
委
員
）
か

ら
閉
講
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
学

生
か
ら
は
「
会
計
の
方
法
や

各
種
手
続
き
に
関
し
て
は
今

後
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

役
立
っ
た
」
「
よ
り
よ
い
人

間
関
係
を
築
く
知
識
を
学
べ

た
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

新
た
に
後
期
に
も
開
講
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
ダ
ン
ス
発
表
会
も
年
2

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ダ
ン
ス
発
表
会
で

は
、
総
勢
41
名
の
学
生
が
普

段
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
し
、
後
期

試
験
期
間
中
の
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
学
生
だ
け
で

な
く
、
教
職
員
な
ど
の
多
く

の
観
客
も
あ
り
、
学
生
な
ら

で
は
の
パ
ワ
フ
ル
さ
も
相

ま
っ
て
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

恋
愛
や
学
生
生
活
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
や
、
流

行
を
取
り
入
れ
た
も
の
な
ど

様
々
な
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
学
生
の
多
種
多
様
な
あ

り
方
や
授
業
に
真
剣
に
取
り

組
む
熱
心
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  ４月

　

2
月
9
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
水
野
講
堂
を
会
場
と
し
て

後
期
開
講
の
「
ダ
ン
ス
」
受

講
者
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
発
表

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ダ
ン
ス
発
表
会
は
、
非
常

勤
講
師
の
栫
ち
か
子
先
生
が

担
当
に
な
っ
た
平
成
22
年
度

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
7
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

7
年
前
の
ダ
ン
ス
の
授
業

は
前
期
の
み
の
開
講
で
し
た

が
、
ダ
ン
ス
が
中
学
校
体
育

で
必
修
と
な
り
、
全
国
的
に

も
教
員
採
用
試
験
で
「
ダ
ン

ス
」
を
必
修
課
題
と
す
る
県

や
市
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
員
免
許
取
得
を
希
望

す
る
学
生
へ
の
履
修
を
促
す

ダ
ン
ス
発
表
会
を
開
催

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、

平
成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口

　

企
業
三
万
円
、
個
人
一
万
円
か

ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財

団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）

に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る

ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く

は
現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金

融
機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大

学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別

な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

受講者全員でのソーラン節

創作ダンス

　

球
質
測
定
シ
ス
テ
ム
と

は
、テ
ニ
ス
の
打
球
や
野
球

の
投
球
な
ど
、
ボ
ー
ル
の

“
質
”
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
テ
ニ
ス
や
野

球
の
打
球
測
定
に
は
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
を
用
い
て

お
り
、
即
時
に
球
質
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、こ
の

シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で

打
球
ま
た
は
投
球
さ
れ
た

ボ
ー
ル
の
回
転
数
、ス
ピ
ー

ド
、
回
転
軸
の
角
度
、
軌

跡
、
落
下
地
点
等
が
即
時

に
表
示
さ
れ
、
選
手
に
対
し

て
即
時
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

今
後
は
多
く
の
選
手
の
測
定

を
行
う
こ
と
で
、デ
ー
タ
を
蓄

積
し
、競
技
レ
ベ
ル
や
年
齢
と

い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、

技
術
力
の
指
標
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、測
定

の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→http://

splab
.n

ifs-k
.ac.jp/

）

球
質
測
定
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
測
定
の
紹
介（
水
谷
未
来
特
任
助
教
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第4回

　

１
月
21
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
食
堂
で
、
学
生
宿
舎

会
の
主
催
に
よ
る
「
も
ち
つ

き
大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
会
は
学
生
宿
舎

入
居
者
の
自
治
組
織
で
、
共

同
生
活
に
必
要
な
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
入
居

者
間
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
卒
業
す
る
入
居
者
等

と
の
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、

運
営
は
す
べ
て
学
生
が
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
40
㎏
の
も
ち
米

を
準
備
し
、
地
元
の
方
か
ら

お
借
り
し
た
大
き
な
臼
と
杵

で
、
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
持
つ
杵
の
重
さ

に
驚
く
学
生
や
、
慣
れ
た
様

子
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
つ
く
学

生
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

学
生
宿
舎
会
も
ち
つ
き
大
会
を
実
施

と
ば
か
り
に
杵
を
力
一
杯
振

り
下
ろ
す
学
生
な
ど
様
々
で
、

会
場
は
参
加
者
の
笑
い
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
き
な
粉
、
あ

ん
こ
、
醤
油
、
大
根
お
ろ
し

な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
変

え
な
が
ら
つ
き
た
て
の
も
ち

を
十
分
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
用
意
し
た
も
ち
は
た
ち

ま
ち
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
会
の
役
員
は

「
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集

ま
っ
て
く
れ
て
、
盛
り
上

が
っ
て
良
か
っ
た
。
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

外
は
冷
た
い
風
が
吹
い
て

い
ま
し
た
が
、
学
生
達
の
熱

気
と
つ
き
た
て
の
も
ち
に
よ

り
、
温
か
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

もちをつく学生たち
　

2
月
4
日
、
5
日
の
2
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
て
公

開
講
座
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」

が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
県
内

の
小
中
学
生
36
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
10
日
に
は
鹿

冬
の
公
開
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
！みんなで貯筋

バレーボール・ウィンター・キャンプ

屋
体
育
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
公
開

講
座
「
み
ん
な
で
貯
筋
」
が

開
催
さ
れ
、
24
名
の
方
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
来
年

度
も
同
大
学
の
施
設
や
研
究

を
生
か
し
た
公
開
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

学内行事  ４月
  3日	・新入生オリエンテーション
	 ・第3年次編入生オリエンテーション
	 ・英語プレイスメントテスト（１年次）
	 ・定期健康診断（～6日）
 4日	・在学生ガイダンス（2・3・4年次）
	 ・小クラス懇談会（2・3・4年次）
 5日	・入学式
	 ・新入生及び保護者との懇談会
	 ・大学院新入生オリエンテーション
	 ・大学院在学生ガイダンス
 6日	・関連実技科目ガイダンス
 7日	・授業開始
	 ・履修登録期間（～20日）
 8日	・新入生合宿研修（～9日）
28日・競技力向上の会
	 ・�研究題目届・学位論文変更届（修

士）提出締切
	 ・�論文主題・研究計画書・博士論文

作成計画書提出締切
下旬	・�日本学生支援機構奨学金申請説

明会

 7日・第71回全日本体操競技選手権大会
　　　（～9　東京/東京体育館）
13日・第93回日本選手権水泳競技大会
　　　（～16　愛知/日本ガイシアリーナ）
29日・�全日本選手権自転車競技大会－

トライアル
　　　（～30　長野/ミレニアムパーク）
　　・�第19回全日本学生選手権クリテ

リウム大会
　　　（滋賀/東近江市ふれあい公園）
　　・�九州大学春季バレーボール男子

リーグ戦
　　　（～5/28　九州内各会場）
　　・�九州大学春季バレーボール女子

リーグ戦
　　　（～5/21　九州内各会場）
　　・�第51回織田幹雄記念国際陸上競

技大会
　　　（広島/広島広域公園陸上競技場）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

《
保
護
者
》

福
島
県

増
子　

至

東
京
都

小
川　

信
一

埼
玉
県

長
畑　

芳
仁

茨
城
県

水
谷　

章

愛
知
県

矢
田
崎　

侑
也

（
三
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
三
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
三
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

様様様様様様

様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様

静
岡
県

片
井　

功

大
阪
府

伊
賀　

秀
和

山
本　

一
良

京
都
府

由
里　

広
一

奈
良
県

髙
田　

慶
応

下
浦　

好
央

和
歌
山
県

森
本　

利
治

岡
山
県

則
近　

一
幸

広
島
県

大
林　

秀
則

佐
賀
県

北
村　

茂

長
崎
県

森
山　

一
仁

堤　

輝
男

髙
田　

洋

山
﨑　

弘
光

熊
本
県

倉
本　

信
吾

徳
丸　

成
司

江
﨑　

正
芳

宇
都
宮　

誠
二

大
分
県

長
定　

重
人

宮
崎
県

芝　

潤
治　

鹿
児
島
県

富
田　

哲
生

沖
縄
県

又
吉　

健

数値化された球質

球質測定システムを活用したテニスの授業


